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『
わ
た
し
は
主
の
は
し
た
め
で
す
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お
言
葉
ど
お
り
、
こ
の
身
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。』 
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QR コードから

アクセスして

下さい 

会
員
帰
天
、
お
祈
り
く
だ
さ
い 

・

Sr. 

テ
レ
ジ
ア 

 

濱
端
エ
ス
ノ 

福
江
修
道
院 

11

月
は
死
者
の
月
、
感
謝
の
う
ち
に
、
亡
く
な
っ
た
方
を

思
い
起
こ
し
、
祈
り
を
お
捧
げ
し
ま
す
。 

       
 

     

10

月

9

日
に
行
わ
れ
た
「
第

53

回 
流
配
地 

鶴
島
巡
礼
」
に
参
加
す
る
た
め
に
、
10

月

8

日
（
日
）

午
前

8

時
半
、
貸
切
バ
ス
で
本
部
を
出
発
し
、
長
崎
港

で
五
島
か
ら
く
る
姉
妹
を
迎
え
、
岡
山
へ
。
ト
イ
レ
休

憩
、
昼
食
な
ど
を
挟
ん
で

9

時
間
ほ
ど
か
か
り
ま
し

た
。
車
中
で
は
、
ロ
ザ
リ
オ
を
唱
え
、
姉
妹
た
ち
が
準
備

し
た
パ
ン
プ
レ
ッ
ト
や
、D

V
D

で
岩
永
マ
キ
た
ち
の

「
旅
」
に
つ
い
て
学
び
、
時
に
は
楽
し
い
ゲ
ー
ム
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

9

日
（
月
）
に
は
、
日
生
港
か
ら

40

分
ほ
ど
か
け

て
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で
鶴
島
に
移
動
し
、
ミ
サ
が
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岡
山
に
戻
っ
て
松
寿
寺
・
本
行
寺
・

岡
山
教
会
を
訪
れ
て
、
浦
上
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
「
旅
」
と

呼
ん
だ
道
の
り
を
辿
り
ま
し
た
。 

10

日
（
火
）
は
朝
早
く
に
広
島
を
出
発
し
、
無
事
に

長
崎
に
帰
り
着
き
ま
し
た
。
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
時
間

が
長
か
っ
た
巡
礼
で
し
た
が
、
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道 

会
の
歴
史
と
神
様
の
計
ら
い
、
お
恵
み
に
思
い
を
巡
ら

せ
た

3

日
間
で
し
た
。
神
に
感
謝
！ 

 

「
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡
」（
備
前
市
指
定
文
化
財
） 

キ
リ
ス
ト
教
は
江
戸
時
代
に
禁
教
令
が
出
さ
れ
、
明

治
新
政
府
も
当
初
、
こ
れ
を
継
続
し
た
。
明
治
２
年
に

は
、
長
崎
浦
上
の
信
者

3380

名
が
捕
ら
え
ら
れ
る
事
件
が

起
こ
っ
た
。
こ
れ
は
歴
史
上
「
浦
上
四
番
崩
れ
」
と
言
わ

れ
、
岡
山
藩
へ

117

名
が
流
配
さ
れ
た
。
明
治

3

年
に

鶴
島
に
移
さ
れ
た
彼
ら
は
、
政
府
が
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制

の
高
札
を
廃
止
す
る
ま
で
の

2

年
間
、
開
拓
に
従
事

し
、
労
働
と
迫
害
の
中
で
改
宗
を
迫
ら
れ
た
。 

改
宗
の
祠
は
週
に
一
回
、
神
官
が
改
宗
の
説
教
を
し

た
場
所
で
あ
る
。
明
治

6

年
に
鶴
島
の
生
活
を
終
え
て

帰
郷
の
途
に
着
い
た
と
き
、

117

名
の
う
ち

18

名
が
死

亡
し
、
改
宗
者
は

55

名
に
も
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。 

 

こ
こ
は
殉
教
者
の
墓
、
改
宗
の
祠
、
古
井
戸
が
あ
り
、

の
ち
に
十
字
架
、
マ
リ
ア
像
、
殉
教
者
を
追
慕
す
る
三
好

達
治
の
歌
が
刻
ま
れ
た
碑
が
建
て
ら
れ
た
。 

備
前
市
教
育
委
員
会 

改宗の祠（備前市指定文化財） 



まごころ会通信 No.55  

キリシタン殉教者の碑 

殉教した信者の名前が刻まれている 

この中に、岩永マキの父（市造）と 

妹（フイ）が含まれている 

キリシタン殉教者の碑の前で祈りを捧げる 

 

ミサを捧げる神父様たち 司式はレンゾ神父様 

 

三好達治の歌が刻まれた追悼の碑 

「岩永マキ（浦上十字会創立者）のように強く信仰を 

生きた者も多数いた」と言う一文もある 

チャーター便で殉教祭に集まった皆さん 


